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中世初期における数多くのキリスト教伝道者の中、特に異
彩
を放ている
の
はボニファ
シ
ウスであろう
c
遥か
西
隅イ
ングランドの一修道士が大陸に渡り、広大なドイツ地方にキリスト教発展の基礎を築き、これを教皇の支配下に置き、最後にフリジアにおいて殉教するまでの二一十六年間は殆んど常人の及び得ざる苦闘
の
歴史であり、その偉業は所謂ドイ
ツ人の使徒（の
2
ヨ
ωロ 。 円 ロ ヨ 〉 司
S Z E ω
〉として長くキリスト教史に輝いている
。
けれどもかかる大事業が比較的短い
年月の聞に成功を見た は、単に彼の信仰の深さや説教の巧みさだけではなく、当時
の
教界の権力者や俗界の為政者た
ちと常に関係を保ち、これを利用した、云わば彼の優れた政治的活動のためでもあ
っ
た
口
この小文の目的は彼のこの政
治力がどのような方法でどの程度まで行われ得たかを観
察
し、これによ
っ
て中世初期
の
伝道者の一つの型を発見するこ
とにある 、そ ため 先ず初めにボニファシウス
の
布教事業
の
経過を概観し、次に彼と教皇との関係、最後に彼と時
のフランク王国 政治家たちとの交渉 述べ 西洋中世キリスト教史にボニファシウスが演じた役割とその意義とを考察したいと思う。
ボニファシウスの事業を知る二つのまとまった史料が現存する。
lま
ぐ 〈
55
乙含
ω
の三宮∞・目。
EFZ
〔1
〕 で 、
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その著作年代は七六
O
年 〔
2
〕前後と考えられる。ボニファシウスの殉教が七五四年であるからその後間もなく執筆した
もののようで、而も本書はとかく中世初期の聖人伝に見られる宗教的な奇蹟を記した箇所は至って少く、忠実にボニファシウス 行動を描写しようと努めた点、短篇ながらも極めて貴重な又唯一の史料ということが出来るであろう。但
L
本書がボニ77シウス研究に特に重要な参考となるその書簡につい 何等筆を及ぼして居らぬのは、当時としては無理からぬこととは云え、重大な欠陥である。そこでこれを補わんとして約三百年後
C F H C
ロ5
が三宮∞・目。三貯の〜〜を
書いている。彼 河内
w m g ω σ
己認の∞ケ開
5 5 2 ω
コ修道院で暮した修道者であるが、一
O
六二
t
一O
六七年間フルダ
の修道院で過し、同院に蔵する資料特に 簡集を通読し、さき
3 1 E F
乙 （
H 5
の作品を基礎としながらも新しく執筆
したものがこれである〔
33
故に以下こ 両書を参考にしつつボニファシウスの伝道事業の経過及びその範囲について
表記〔
4
〕し、次の
E
、
E
への準備としたい（前者を宅－
w 5 z
、後者を
C
－w
三
Z
と略す）。
在英時代六七五年一この間の誕生と推定さる。誕生地（ブリタニアのウェセックス地方の
n z E Z D
か）、両親名など伝わらず。原名はウ
六 八
O
年」ィンフリ
γ
ド（者
Er
己）、七二二年に出
o E P
巳5
と 改 名 。
七才頃〉門
H 0 2 3 2 ω
門 店 （ 開
u z Z
叶）の修道院に入る「
5 v o
二十六才頃当可
H M Z 5 Z ω
（ 当
EZZ
）の主宰する
Z Y E ω
? ? ﹈ ｝ ? （
Z C
吋
m－5 m e
）の修道院に移る〔
6
〕
O
当時のイン、グランドのキリスト教はアウグスティヌスの渡来後百年を経、各地に修道院が建てられてロ
i
マ的制度が
採用され、この
Z Y
三問。＝。修道院も勿論ベネディクトの戒律に拠りていたが「
7 4
、このころは出
g o a
－2
回 目
ω g
？
〉 ﹈ ? ｝ ? ? ﹈
B
・ 目 。
q m H
などの碩学が出現した所調イングランド宗教界の興隆期に相当し、その影響をうけてこの修道院は南
方における学問の一中心地であったようで、それが彼をここに惹きつけた原因と思われる。
彼の研学はここに始り、聖典の研究、ラテン文法、作詩、歴史などを修得し、遂に院内における教師（宮内含官官
ω）
となり、且、教師職（修道院学校長
2 2 2 B ω m u z z
一）に就く〔
8
、 一 。
三十才の時司祭となる〔
9
〕 。
七 一
O
年このころウェセ
v
クスー（回口王の時代）に内乱があり、その善後策を講ずるためウィンフリッドはカンタベリーの大司
教団
R 2 4
弓ω E C ω
の許へ行く。
七一六年〔
m
〕ウィンフリザド大陸伝道を志し、二、三の同志を伴いイングランドを去ってフリジア（フリ
i
スランド）に向う。
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ロンドン（
FZ
ロ門目。ロきのとより出帆してフリジアの
F o w
河畔ロ
0 2 Z
仏 （ 宅 三 内
Z
ロ
c m
門 的 件 。 門 目 。 ） に 着 目 〕
0
同地は既に百
年前、フラ ク王ロ
ω m o σ O z
－ － （ 。
N N 2 8
∞）の保護の下、〉
g g
ハ 古
F
巴広三
ω
などが伝道し、次いで七世紀末巧ロt
，
σ g E
が司教とな
っ
て布教を
行
い口同店内
E
・何♀
Z Z R Y
に
修道院が設
立
さ
れた
。従吋
てキリスト教には未知の世界
ではないが ウィ フリッドの到着直前同巳
σ 2 5
なるものが起ってフランクから離脱し、異教的偶像崇拝が復活し
て い た 。
ウィンフリ
ッ
ドはユトレヒトに至りラトボドゥスと会見したが布教の目的を達せず、同年末空しくイングランドの故
院に帰る。
七一七年末か七一八年、院
長
ウィンパ
l
ト老死し、ウィンフリ
v
ドその後任に推薦されたが回辞す。
大陸伝道時代七一八年ウィンフリ
ザ
ド、ウインチェスタ
l
司教ダニエルより得た二
通の書簡（
一通は教
皇グ
レゴリ
i
二世宛、一連は全教徒
宛）を携えて再び大陸に向う ロンドンより海峡を渡り、（
一2
己 （ （ リ
ωロ与の）河口何
Z12R5
ロZ 5 n y
）に着。ア
ルプス 越 ロ
l
マへ（
第
一 回 ）
。
七一九年五月十五日〔ロ〕グレゴリ
i
二世に面会す
。
教皇は初め疑心を懐いたが持参した書簡と彼の信仰とを見て安堵し、彼にゲ
ルマニアの布教を命じた「口
〕
（ ょ う で あ る ） 。
ウィンフリッド、ロ
l
マより北進、アルプスを越えてドイツのチュ
l
リンギア（チュ
l
リンゲン）地方に入る。
チ ュ
l
リンギアはさきに（六八七
t
六八九年）アイルランド人間ニ
ωロの布教の地、その後サクソン人が侵入し来り異
教が勢を得てキリスト教も
堕落
しているが、もしこの地の伝道に成功すれば、北方サクソン族教化の手がかりとなるで
あろう。
然るにチュ
l
リンギアの布教成功せず。
る 。
」の時フリジア
の
ラトボドゥス死亡し、
同地の情況はキリスト教に有利とな
七二
O
年ウィンフリヅド、
が受けず。
七二一年ウィンフリッド、フリジアを去
っ
てドイツに向う
。途
中トリエルに近き司
ω Z Z o
－zg q p
『 巳 ）
宰する女修院に暫時一迫留、院内にての
z m 0 1 5
なる少年を知り今後これを弟子とす〔
M
〕
O
フリジアに入り、ウィリブロルドの下で活躍、
ウィリブ
ロ
ルドは彼を同地の司教たらしめんとした
にて〉《注目』
Z
の主
ボニファシウスの政治的活動について（竹内）
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四
ウィンフリッド、ヘッセンに入り口え己
F220
ロ兄弟を洗礼し、〉
B Z ω
ヴ ロ
R V
（ 〉 自
αD O
ぴ民間）「日〕の修道院を建
てこれを伝道の策源地とす。このへッセンの住民は従来殆んど異教徒であったが、この際多数のものが品〕改宗したらし い 。
ウィンフリッド、ヨロロ
m w D
を ロ
l
マに派してヘッセンにおける成功を報告し、教皇より返書をうく。
七一一二又は七二三年ウィンフリ吋ド自らロ
l
マに至り（第一二回目）、予期せざる司教職に任ぜらる（一一月三
O
日 ）
2 1
但し
固定した司教座聖堂はなく、単にドイツ宣教のための司教（冨↑色。ロ臼σ2nyo同）に過ぎぬ。この時教皇の命によりウィンフリッドを改名してボニファシウス（問 巴旨巳
5
）となす。向、教皇より六通の書簡〔問〕を受く。
ボニファシウス、チャ
I
ルス・マルテルに面会し、チャ
i
ルスより書状を得てヘッセンに帰る。帰任後、新たな入信
者には堅振の式（円。三可自己目。）を行い、改宗は益々順調に進展す。
然しヘッセンにおいては旧来のゲルマン的信仰同根強く、キリスト教を奉ずる者と雄、或は日掛かに或は公然と森や泉に
犠牲を捧げ占術（
ωE
毛
rEZE15Z05m
）、魔術（℃
32Z2
）、思術（
Z n g Z Z 0 5
印）、烏占い（
gm
一 三
EZ
∞ ロ
ω主巳
ω）などを行った品〕という。かの彼に関する有名な逸話として伝えられる「の円
2 ω B 2 0
（c g g
－2p
町立件
N F
円の西隣）にあった霊験あらたかな神木即ち『ユピテルの樺の木』（円。
σ22
三回）』をボニファシウスが伐採
して偶像崇拝の無意味なことを住民に示し、その材木を以て聖ペテロの礼拝
堂
を建設した」局〕というのはこの頃のこと
であろう。
ボニファシウス、チュ
l
リンギアに至り、
C F E E
同の修道院を作る五〕。
当時彼の名声は遠近に伝わり、本土イギリスから宗教家、学者、筆写生など続々彼の許に集り来る〔詑〕。
七コ二年二月一一日グレゴリ
l
二世逝去。三月一八日、グレゴリ！三世教皇となる。
七三二年ボニファシウスは使節を派して新教皇に忠誠の意志を表明す。グレゴリ
l
三世は彼にバリウム（司巳ロロヨ）
司教に任命す。
以後ボニファシウスは甲，
Z R U H
－ －
E
巴
ωア
3
・EgEZ
・ 〉 ヨ
αロ与口お（出
ω自 白 ロ 与 ロ
R Y
）に夫々教会（修道院附設）
を建つ。
七三四
2
六年ボニファシウス、パヴアリアに入り布教に従事す。このパヴアリアには既に前世紀にコルンバアヌス 弟子
F H
凹』
ZE
ロω
が伝道〔竺し、以後
T M M 2
ニから布教が行われたようである。次いでフランク、司
E Z R m
の人何百
5 2 m g g
七二四年
を与え大
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（問自自己
ωヨ）の伝道があり、おくれて八世紀初問。ロふ
Z25
（河口旬。円円）がパヴアリア侯叶
Z o
宕己に招聴されて来
り、的
ω一N σ
ロ円ぬ一を根拠地として活動している。テオドが七一七年に死し、その子の
ZEE
－仏を経てその甥出
Z 8 2 2 ω
（Z R Z
円丹）がパヴ
7
リア侯となるに至って（七二九）ボニファシウスを圏内に
招
くこととなる。ボニファシウスの当
地における活躍ぶりは者・・
5z
－
n m w
℃・戸（
N ω
）に見えるがその成功程度は不明、但し彼の手がこの僻地にまで伸び
たことは注意すべきであろう。
七三八年ボニファシウス、新なる方策に
つ
いて教皇の指示を得るため弟子たちとロ
i
マに行く（第三回）。翌年の晩夏まで滞在
し、教皇より三通の書簡をうく〔別〕
O
七三九年旦、詩聖の遺品を得てロ
i
マを去り、パヴアリアに帰る。
ボニファシウス、パヴアリア侯
OEE
（O E O
－前出の
E C n Z 2
が七三六年に死しその後を襲う）の承認を得て同地
に易〕四つの司教区を新設す。
七四
O
年パヴアリアの宗教会議（円。ロ
n E C
百四
ω m O R F O
ロ忠）、場所内容不明。
この頃よりパヴアリアのキリ
ス
ト教頓に発達し、修道院
多
く設立
さ
る
。
既に切
gaF522
ロがあり、以後
ZP
与 の 円
〉 －
Z R Y
垣 内
ω ω O
ぴ同ロロデ開店目的
BU
ロ 己
2
など現れ、遂に総数二十九を数う〔却す
七四一年フランクの宮宰チャ
l
ルス・マルテル死（一
O
月二二日〉、教
皇
グレゴリ
l
三世死（一一月二九日）、前者 替って二
子カ
i
ルマンとピピン伝〕とが、後者の筏任としてザカリアスが即位す。
七四二年ボニファシウスはり
22Eg
を使者とし新教皇に書簡
p犯〕を呈して敬意を表し、司教座密〕新設の件、宗教会議開
催の件、不徳なる聖職者処罰の件につ＃ 皇に請．願す。
教皇ザカリアスは返書品〕を送
っ
て右の要求を認可す。
四月二一日ドイツ宗教会議（円。
R E C B
の
2 5 m E 2 B
）開催さる。
七四三年三月一自己主
g
の宗教会議（前年のドイツ宗教会議における決議事項の再確認可
七四四年三月三目的。宮
ω。 ロ
ω
の宗教会議聞かる
。
明 ， ロ
E m w
修道院の新設（七五一年ザカリアスより特権〔但〕をうく）
。
ボニファシウス、ヵ
l
ルマンとピピンに推されてマインツの大司教となる五百
七四六年苦境時代
ポニファシウスの政治的活動について（竹内）
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カールマンは突如位を退き、修道生活に入る（後モンテ・カシノに移り七五四年死）。このころボニファシウスはザルツプルグの司教〈可思ロ
5
と対立す。更に心友カ
l
ルマンを失ってから次第に苦境時
代に入る。又老年に入って活力頓に衰う。七五一年彼がザカリアスに送った書面に「前教皇グレゴリ！二世が自分に与へたドイツ宣教の命令を実行しようとしたが、偽司祭偽善者たちのために一部の者 対しては不可能であった。つまり精神的には同教皇との約束を果したが肉体的には（現実的には）彼等と行を共にすることが出来なか
っ
た 」 〔 犯 〕 と 記 し 、
脚か消極的な態度を示している（当時彼は七十才以上）。
七五一年。メロヴィンガ朝のチルデリックゴ一世廃位、その子テオデリックと共に修道院に入る。ピピン王位につきカロリンガ朝
を 開 く 。
七五二年一二月一四日教皇ザカリアス死。四日間在位したステファン二世を経てステファン三世位につく。ボニファシウス書簡
を送って挨拶す。同書簡中に「異教徒が三十以上の教会修道院を荒して火を放
っ
たため之が復興に忙殺されている」門竺
ことを附記して居り、彼の苦境が察せられる。
この頃ユトレヒト司教の人選の件につきケルンの大司教と衝突し意の如くならず。
七五四年ボニファシウス、フリジア最後の伝道を試む。一行〔犯〕、ユトレヒト歩－出発しラインを下
っ
て沼沢地に出で．ゾイデ
ル湖（当時
k r t B 2 0
の〔お〕）に至り湖畔を歴遊して信者を得〔芝、ロ
0片付ロヨで堅振式の実施準備中、土民に襲われ一
同と共に殉教死す（六月五日払暁）。
11
ボニファシウスの死時には七五四年と七五五年との両説があるが本文では前者をとった。この二説の根拠につい
ては
z g n F
同C 2 r g m g n y E Z
ロ2 2 n y F E ω
唱 巴
NN
・3
－ －
H・ 的 ・ 足 。 －
E5 2 R
・。・を参照され度い
11
七四七年
n 
以上が伝道にその生涯を捧げたボニファシウスの略歴であるが、彼の比類なき積極的な活躍によってフリジアより始
めてドイツの奥地チュ
l
リンギア、ヘ
ヴ
セン、パヴアリアの異教主義は次第に消滅し、これに代
っ
てロ
l
マ的カトリッ
ク的キリスト教が今後の発展の基礎を定めた次第である。けれども彼のこの成功は彼が時の宗教界の最高権威者ロ
i
マ
教皇と常に交渉を保ち、それを有効
に
伝道の上に利用した結果であ
っ
て、この点においては当時のあらゆる布教家に優
っているように思われる。
Hosei University Repository
ところでボニファ、ンウスと教皇と
の交渉
を知る史料としては両者の聞に交換された
書簡集
以外にはない
F却 〕
O
彼
が各
方面に発信した書簡中現存するもの約四十通、彼の受信は三十四通ある。このうち教皇宛ボニファシウスの発信は五通、逆にボニファシウスが教皇より得た書簡は十五通残存している。彼の時代、ローマ教皇はグレゴリ
l
二世、グレゴ
リ
i
三世、ザカリアス、ステファン二世（但し在位四日間のみ、彼と交渉なし〉、ステファン三世の代に相当するから、
我ちはこの四人と彼との関係を書簡を通じて見て行きたいと思う
（ぎ。
ボニファシウスとグレゴリ
l
二世と
の関係は
七一九
年に始る。既にそれ以
前、フリジア
の布教に失敗
した彼は独力を
以て伝道を遂行するこ の無理をきとり、
今
後の活動を有利ならしむるためには教皇の後援をうくる必要ありとし、こ
の年ウインチェスタ！の司教ダニヱルの紹介状を得て自ちロ
l
マに来り、初めてグレゴリ
l
二世に謁した
。
この時教皇
は彼に書状を与えて「不信仰の過ちに陥れる各民族のもとへ（三
m g Z ω
』5ω22552
含ピ
g tω 2 8 5
門戸22
・
Z ω
）」至って之を改宗すべきことを命じているが、この際教皇はあくまで己れの地位の絶対的なることを強調し、自ら
「使徒たちの主、聖ペテロの確たる権威により分つべからざる三位一体の名において（
555
－ZEE
－
m F E
－ －ωE
－
E g t ω
甘R E g D 2 m g 5 2 2 0 1 2 Z B σ g t H
）己ユ名
g z z z B
匂江
5JU
）」命令を与うとし、又、異教徒たり
しものを洗礼する 当
っ
ては「我らの聖なる使徒座（教皇庁）の服務規定による（
a r
吋BZU
。豆己
O円 ロ ヨ
g
ロ 己
ω。
ロo ω
円g o ω
唱 。 丘 。 巳 の お
ω E Z
〉」「伺〕ょう考慮すべきことを指示し、ここに両者は完全なる主従関係に入った。然しボニ
ファシウスとしてはこの際教皇の臣下の地位に立つこ は却
η
て今
後教皇の権威を利用する効果があるわけであ
っ
て 、
この書簡の末文に見える「企図せられし事業について不備なる点ありと汝が認めし時は我らに申出づるを得ると心得よ（C gι 5 8 R Z o Eω 5 2
司g o Z E
含
25
旬 。 吋
ω日 高
M 2 2 w
ロoEPES
－ ロ
m E P E Z E R 0 2 3 E ω
・どの一文
は
彼の将来 立場を著しく有利にした次第であ
っ た 。
その後彼はチュ！リンギア
に至り
、次い
でフリジ
アに行き、転じてドイツのヘ
ッ
セン地方の教化に当り、その結果を
報告すペく予じめピンナンをロ
l
マ
に派遣
し、又自らも七二三年ロ！マに来
っ
て教皇に謁したが、この時司教職に任ぜ
られ、旦、ドイツ内
の有
力者宛六通の書簡を得て帰任し、着々布教に尽力したことは前記の通りである。かくて彼は現
状を教皇に申告し、それに対する教皇の返書が現存している
。これ
は七二四年二一月四日の日附であるが（包、その文
ボニファシウスの政治的活動について（竹内）
七
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八
面はさきの書簡と異って著しく鄭重であり、今までのボニファシウスの功績を讃うると共に以後の一層の努力を期待している。更に教皇は当時のドイツの一司教
2
〕の怠惰を非難しカロルス（チャ
i
ルス・マルテル）に書簡を与えてこれ
おり
を禁ぜしむると共に、一方ボニファシウスに対しては「汝は機を得るも得ざるも救ひとな こと説教せよ」と命ずるのである。即ち教皇は今や完全にボニファシウスを信頼し、彼を目してドイツ伝道の最適任者と見倣していることが窺われ る 。
それから七年後、即ち七コ二年グレゴリ
l
二世は他界しグレゴリ
l
三世が即位したが、これを知ったボニファシウス
は使節ゐ？をロ！マに派し、先任者同様の援助を新教皇より受けんこと 願い、更にこの際にドイツにおける従来の悪習慣について指示 求めたようである。これに対し教皇は彼 バリウムハ大司教用肩被）を与えて大司教に紋し（但し大司教座としての都市は未だ指定されて居らぬ）、その権威に
円
てドイツ内に司教を設置する権限を附与した上、九
項目にわたって説明を加え、当時ドイツ地方に行われた異 的風習（例えば馬肉を食すること、ジュピターに犠牲を捧げること、二度以上結婚すること、異 徒 奴隷を売
っ
てこれを犠牲とすることなど）を禁じ、特に洗礼はあくまでロ
i
マ・カトリ
ッ
ク的であり必ず「三位一体の御名において（
gD
。g g o
－ ユ
EZZ
乙」行わるべきことを明記してい
る 〔 叫
〕。これによってボニファシウスとロ
l
マ教皇との関係は前代の場合よりも一歩前進し、ボニファシウスは大司教
の地位にあってドイツ内の宗教行政を自らの手によって左右することが出来るようになったわけであ 。更にここに留意すべきはボニファシウスが些細な点に至 まで教皇の教示を仰ぎそ 命令を忠実に遵奉せ とした態度であ
η
て、こ
れは正しくかのカンタベリーに居を定めてイギリスの伝道を開始したアウグスティヌ の教皇、グレゴリ
l
一世に対した
場合と極似す 。そうして彼にあってはアウグスティヌスがグレゴリ
i
一世を通じてロ
i
マ的制度をイギリスに輸入し
たが、ボニファシウスは亦グレゴリ
l
三世よりロ
l
マ的カトリ
ッ
ク制度をドイツに採用すべくつとめたのであった
。
さて以上の権威を得たボニファシウスは更に前進してパヴアリアに入り、この地の布教に尽力した後、七三八年第三
回のロ
l
マ行を決行し翌七三九年まで滞在したが、この間も教皇の好遇をうけ、更に三通の親書を得て帰任した。この
うち教皇より全地方の司教司祭修道院長に宛て 書簡には「もし汝ら（神 〉役 の中、（何人にまれ）聖なるカトリザク信仰へと勧告する仕事においてこの聖者（ボニファシウス〉と共に預らん 欲するものあらば、汝ら決して（これ
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O B O
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u g E Z
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Fi
－－・）」むしろ援助すべき〔竺を
命じ、又ドイツ諸侯民衆宛の書簡にも「彼（ボニファシウス）を汝らの許に帰さしむ。これ汝らが彼より勧告の言葉を相応しく（彼に相応しき応対を以て）採り容れ、又彼に与えられし使徒的権威によ
一
て任命されし司教司祭が教会にて
奉仕すること 、汝らが認めんがためたり（：；：
2 B W
： ； ・ －
w m
凶 ｛ 同 ぐ
c p
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ZEg
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）」〔必〕と記されている。
かくてボニファシウスはパヴアリアに帰り、前記の如く四司教管区を設立して教会を整備し、教皇にこれを報告した
後、教皇から受領した返書にもパヴアリアの教化はロ
l
マ教会の伝統に従って行うべきことを重ねて命ずるのであ
っ
た。即ち
きれば最も尊敬すべき兄弟よ。聖公教の又ロ
l
マの使徒座の伝統を彼ら（パヴアリア人）に教ふることを放棄する
こと勿れ（＝
25
ロOロ
ι 2 E ω ω
” 同 門 巳
22
〈2
・3 Z ω
巴ヨク巳
o n o
ロ号。。
ωg
ロ の
ZEsso
－ －
252ω
旬 。
ω g z g B
児O B ω D 2 8 E ω
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E O B O H H f
） 〔 幻 〕
もし彼が〔竺教会の規則より何らか離脱し居るならば、汝が我らより受けしロ
l
マ教会の伝統に遵ひ、彼を教育し
医正すぺし（（巴丘巳五三
ι22
与 一 円 。 三 吋
ω S D O
三
2 5 5 m z F B W
己0228
口百のめ
E
吋M E M E
－N。B m
凶 コ
m W 0 2 n
－
H 2 2 0
可 ∞ 門 口 江
Oロ2 H f ρ c E
ロ
ω
ロ 。 玄
ω ω
の の 内 問 ｝
U Z
）
〔必 〕
汝もし必要なる場所を発見せば、教会の規則に従ひ、我らの代理として司教を任命せよ
。
而して使徒的教会法的伝
統を彼らが保持 る様教へよ（
E C E H 0 2 5 5 2 5 1 ω 5 2ωωω
ユ ロ
Pω
め の ロ （
Zgg
ロ 。 三
2 5 5 m z E
ヨ名－
m n o
句 。 ∞
。 『 全 コ
ω
良 一 一 口 。
ω
【EinP2υ320
｝片山ヨ巳
3 c o g
ロ 。 巳
35
円 円 山 門
Z Z 0 5 B g ω
件 。
55
め 巴
o n
与 一
ω）
（印）（側線は筆
者記）つまりグレゴリ
l
三世の時に至れば彼は完全に「教皇の代理」の地位におかれてロ！マ的権威、
ツ地方に広めることとなったわけである。
ボ－一フアシウスの政治的活動について（竹内
ローマ的制度をドイ
九
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。
その二年後即ち七四一年、チャ！ルス・マルテルは死んで二子力
l
ルマンとピピンとが夫々分国の主となったが、同
年グレゴリ
l
三世も亦死しザカリアスが代
っ
て教皇座
につい
た
。
そこでボニファシウスは直ちにデネアルドゥス〔むを
ロ
i
マに派し新教皇に敬意を
表
すると
共に
、種々
の
請求を
な
し（五頁参照）、
更
に二、三の
質
問を呈している。書簡
第五十が即ちこれであるが、これを見ればボニファシウス
は
先の教皇に対する場合のように一々教皇の命令をうけて布
教に当るという柔順な又謙虚な方法をとらず、己れの計画
につい
て教
皇
の承認を要
求
し、進んで
は
教皇の
権
威を利用し
よ
う
とする態
度
を
示
している
。
こ こ
に我
らは
ボニファ
シウ ス
の行
動に一
つの
大きな
変
化を見るのであるが、特に興味深
いことは彼が「我は教皇座の臣にして又代理者と見倣さ 居るが故に、もし我が汝
の
判断を求めんがため
に
（所謂悪徳
聖職者たちと）同時に使者を派遣するが如きことありし際、当方における我が言と貴地における汝の（一一一口〉と一致せしめられたし（何門
ρEmω2
〈52r
m巳
5ω
司
020
ロ
g o ω
史 江
ω 2 ω m w E m
ロo m g
アロロロヨ巴門ぐの円
σ C H H μ E B O Z S F
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〈gHEBFr
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n o E E m m z w
∞（同
ZE
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C H U m
凶z n Z E S Z ω
〈 の
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。ωEEV
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25
・ ） 〔 臼 〕 」 と 云
っ
て
暗に教皇に厳然たる態度を要求していること、あるいは或る高い地位にあ 俗人が 離婚後一度修道の誓を立てた過去を持つ女性と結婚すること（これは六
O
五年のロンドン会議にて禁示された）に教皇が承認を与えたと伝えらるるこ
と、或は目下ロ！マにおいて異教的
慣習
が公然と行われつつありとの風評があることなどに非難の言葉を発している点
であろう。勿論これらの
言
辞には何ら
高圧
的なも
の
は
発見
さ
れ
ず、又礼を
失
した態
度
も見えないけれども、既にこの頃
にはボニファシウスは教皇庁においても大なる勢力 持つ宗教界の大立 な ていたことが想像される。ザカリアスは直ちに返書を送
っ
て之に答え（書簡第五十一）、かの諸種の請求をそのまま認可した後、前書簡で見られるよう
な不徳な結婚は当方では
許
容していないこと、又ロ
l
マにおける
異教的迷
信
の流行
に
ついては既
に
前任者たちに禁止さ
れ 、
E
我らも禁止すべく
努
めている旨を述べ、むしろ自己弁
護
をしているのである
。
このようなボニファシウスの教皇に対する
積
極的な忠
告
、教皇側の受
動
的な弁解はその後にも見出される。恐らくは
七四三年（
C U B E
－め円は七四四とする）の書簡と思われるザカリアスよりボニファシウスへ宛てた書簡（第五十八）が
現存している。同書は前年の八月にボニファシウスが送
っ
た書簡（現存せず）の返書で、ボニファシウスが教皇に請求
したバリウム
に
ついて相互の手ちが
いを
質
問した後に、「汝の手紙を聞きしがそれは我らの心を痛く悲し
ま
せたり
。
即
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ち汝は我らに、我らが教会の法規の破壊者にして教父たちの伝統を破らんとつとめつつありとまで云へり。且これによりて：：：我らの聖職者たちと共に我らが聖職売買という邪教に陥り、彼らより金銭を要求しつつ我らがバリウムを贈与する者が（我らよりバリウムを受けしも が）我らに報酬を出すことを認め又強ふと（同
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可 ↑
σE
ヨ 己
ω w z
門
コ 。
σ一ω
目 凶 同 ．
ω
巾 円
もとよりザカリアスはかかる罪悪は
全く
存せ、ざる旨をそ
の後に記し
ているが、そ
の事実の有
無は別としても、これら
の文面によ
っ
て見れば今や両者の地位が全く転倒したことに気付かれるのである。
とは云え、ニの両者が当時の宗教政治において対立的な立場にあったと考えることも出来ないのであって、ボニファ
シウスのドイツ伝道が奏功するにつれ旧司教たち 彼に対する嫉視が徐々に増加する 、彼は 皇の権威を背景にしてこれらに抵抗しなければならず、
一 方
教皇は彼を援助することによ
っ
て ロ
l
マ教皇庁の勢力をドイツ内に広めることが
得策と考えた。さればボニファシウスはガリア人〉
E$2ZF
ス コ
ッ
トランド人
n z g g ω
などの異端者から迫害を
うけた時、教皇の権威によってこの両名が投獄されんことを懇願し
〔日〕、ザカリアスは之に応えてロ！マに七四五年一
O
月二五日より宗教会議を開催し、ボニファシウスの使節デネアルドゥスを招致して三回に一亙
η
て審議を続けた結果、
この両名を有罪とし、そ 聖職を剥奪することを宣言している〔竺
o
更にその直後ザカリアスは書面を以て（書簡第六
十。七四五、一
O
、三一）このころサクソン族の
侵入
に悩まされたボニファシウスとその信徒たちに同情に充ちた慰籍
を与えると共に アルデベルトゥス、クレメンス処罰の件を伝え、且、ボニファシウスが常々非難している殺人者司教〔印〕の解職を述べ、次いで二年後（七四七）の書簡におい も前記二名と更 他の一名。。念日
g
巳
5
を招致してその
罪を究明すべきことをボニファ に命じている〔
g
o
おくれて七四八年の書簡においてもボニファシウスの使者と
して来た司教∞己認宮ユ（∞ミ♀
ω三
5
）を通じ、教皇はドイツにおける悪徳司祭たち（
B F E
己
ESS502DO
ロ
QEEC
〔問〕はその身分を奪って機悔の生活に入らしむべきを説き、又ボニファシウスの反対者で当時の著名な学僧ヴ
ボユファシウスの政治的活動について（竹内
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ィルギリウスの問題に関してはボニファシウスに好意を示しつつも両者の間にあって不離不即の態度をとり、この論争にまきこまれぬよう腐心している
D
5 H m E 5
はアイルランド生れの学識深い修道土で七四三年頃大陸にわたり、ピピンに会い、パヴアリアに来ってオディロ侯
の許に過した
。
当時既にボニファ
シ
ウスは同じくこのパヴアリアにあ
っ
て教会制度
の統
一整備につとめており、特に「正確なラ
テン語の力を持たぬ司祭の行
っ
た洗礼は無効であるから再洗礼を必要とする」と主張していた
。
これを知ったヴィルギリウスは
同志∞
E g E ω
と共にボニファシウスの極端を非難し、教皇も亦之に同
意
して七四四年
書簡
をボニファシウスに送
っ
て忠告した
お〕。宛もこの頃さきにボニファシウメがペヴアリアに設けた四司教の一であるザルツブルグの司教ヨハンネスが死亡し、このヴィルギリウスがその後任とな
っ
た
。
この任命はパヴアリア侯オディロによるもの
で
あろうが、これに何ら関与することを許さ
れなかったボニファシウスは、己れが教皇の代理であるという立場から激情してこれを教皇に訴え、更にヴィルギリウスが「この大地の下に別の世界、別の人類、又太陽や月がある（宮包巳
E ω E S
含
ω
己巳工
Z B E g ω
ロσZ H E
巴 ロ
Z 2 ω
。Z
ニ ロ
5
） 」
〔印」とカトリックの教義 反対の説を唱えていると述べた。このヴィルギリウスは当時の優れた数理天文の
学
者であり、古代の
ギリ
ψ
ァ、ローマの学者たちの地球球形説を信じ南半球の存在を想定したためであろうが、聖書
以
外に何らの知識を持たぬボ－一
フアシウスに
っ
てこれが邪説と見えたのは
当
然であろう
。
ザカリアスは之の書面を見て
大
い
に
驚き、もしこれが事
実
ならば
宗
教会議を聞いて彼を教会より追放し、旦、司祭の職を剥奪すべく、又もし彼 過ちが発見されるならば教会法 よ
〜
て処罰する
ため当方に出頭するようオディロに伝
え
たと述べている函〕。けれども教
皇
としてはこの際ボニファシウスとヴィルギリウスを
パヴアリアにおいて対立せ
L
むることは好まなか
η
たようで、この強硬な命令文の后尾に、汝は怒をおさえ忍耐を以て彼らを正
道に
導
くよう努めよ〔位〕と記している
。事実
においてその後の
事
情を見ると、七四八年の一
月
にオディロは死亡しており、ヴィ
ルギリウスは何ら処罰さる ことなく、又ロ
i
マに召喚されることもなく、シドニウスはボ一一フアシウスの生存中
パ
ザサウの司
教となり、ヴィルギリウスはボニファ
シ
ウスの殉教後七六七年に正式
に 、
ザ ル
ツ ブ
ルグの司
教
となり、以後も当地方の改
宗事
業に
は大いに貢献している。
以上の如くザカリアスは常にボニフ
ァ
シウスを保護し
援
助し、遂に彼をマイ
ン
ツ
の
大司教の地位につかしめ、更に彼
の願を容れ彼が建立したフルダ修道院（？己含河畔白
5 5 2 ω
の地）を
認
可しこれに特権を与えた
の
であった（七五
一 〉 。
ザカリアスは七五二年に死し、四日間在位したステファン二世を経てステファン三世が教皇座につレた。そこでボ－一
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ファシウスはこの新教皇に書簡を送り前三代の教皇の場合と同様な援助を賜わらんことを希望し、次いで恐らくはその翌年（七五三年）再び新教皇に書状を書き「ウィリプロルドの死（七三九年）後空席となったユトレヒトの司教座につきケル、ンの司教が教皇の権威を無視して奪取せんとしている」旨を
告
げ、「新教皇の命令を得て自らこの司教座の支配
権を得たき」ことを懇願している
r日 〕
d
その翌年即ち七五四年、ボニファシウスはドヴクムで殉教したから教皇との直接交渉は以上で終るが、過去キリスト
教聖職者或は修道者を通じてかくも長年月而も数代に亙って教皇と親密な関係を保ち、これを巧に伝道事業に利用したものは恐らく絶無であろう。この点、か
の
極めて積極的な伝道意欲を持ち、又信仰の強さ深さにおいて断然他より抜ん
出ていたにも拘らず始終教皇 衝突じたコルンバアヌス｛号と甚だよき対照を していると云えるであろう。その上、教皇とボニファシウスとは表面主従の如く見えるが実際には殆んど同等の勢力を持ち、時には教皇がこのドイツの使徒に対して受動的態度に出た場合もあった とは上記の通りである。けれどもこの両者が如上の相互の理解と信頼とを持ちつづけていたからこそドイツに限らずガリア地方においても画一的なロ
l
マ的制度を持つキリスト教が広布されたの
であり、更にこのボニファシウスの事業が背後の力となってフランケのカロリンガ朝諸王と教皇 関係が生じ、結局は教皇庁の西欧支配を成功せしむる原因を作るのである。
II 
ボニファシウスがフランク王国の政府に知られたのは、七二三年グレゴリ
i
二世がライン東方ゲルマニア地方を布教
せんとするボニファシウスをチャ
l
ルス・マルテルに紹介し「必要な場合には彼を援助し、又敵に対しては直ちに彼を
保護すべきことを（
E2
ヨ
205
巳
σ
己ω 2 3 ω
巴
E
片 手
5ωE2 2 Zω28
己
g
心 ロ
o ω
ロ
σ Z m w
門H g
円
ZHFC
♂ ： ： ： －
52
ロ ，
己
ω己目。与え
g ι 2 2 w
）」〔日〕依頼した時に始る
。
時のフランク王はメロヴィンガ朝の叶
FOO
門目。ユ♀坦であったが、教
皇はこれを無視し玄ど
2C055
であ
っ
たチャ
i
ルスを特に相手としたことは、この頃マヨル・ドムスが政界におけ
る実力者であったことを示していると共に、後世カロリンガ朝と教皇と 提携する第一歩とし 注意すべきであろう。ボニファシウスがこの書簡を持参してドイツに向いチャ
l
ルスの許に赴レた時、チャ！ルスは初めはこの新来の外国人
ボニファシウスの政治、的活動について（竹内）
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四
I 
に警戒の色を示したが尚〕、間もなくこれを理解
L
書面を以て配下の司教侯伯その他の官吏に彼が何処に布教するとも
之を擁護すべき旨を伝えたのであ円た
r竺。その後七三二年ツ！ルの戦でサラセンを撃退し得たチャ
l
ルスはそのマヨ
ル・ドムスの地位 動かすべからざる強固なものとしたが、宛もこの頃はボニファシウスが大司教の職に任ぜられてドイツ伝道に忙しく、フリッツラ
i
、アメ、不ブルグの修道院を建設した時に相当する。従〜てこの両者は宗教政治に関し
て何ら交渉する余裕 ないうちに七四一年チャ
l
ルスは死亡し、二子力
i
ルマン及びピピンが夫々フランク分国の王と
なった。
このうちカ
i
ルマンは東部フランク即ちアウストラシアの支配者であり、宗教心の深い人物であったから、ドイツに
活躍しているボニファシウスは自然彼と親しむようになり、このカ
l
ルマンの助力を得て宗教改革を断行しようと企て
た。そこでボニファシウスは先ず「己れの権内にあるフランク国内に宗教会議を聞き、既に六、七十年以上も足下に蝶踊され破棄された教会の法規 是正した 」旨をザカリアスに報じ〔巴、その承認を得た。事実このころのフランクの宗教界は著しく乱れ いたようで、ボニファシウスの言によれば、「自ら助祭と称するものも少年時代から淫な生活をつづけた後にその地位を得．そ 後も四 五名の情婦 持ち、罪に罪を重ねつつ司 職を得てミサを行っていた。又司教にして酒癖あり狩猟や戦争を好み、己れの手を以て信者や異教徒の血を流した。而も古老の伝えるところによれば、かかる状態を刷新すべき宗教会議が八十年以上も開かれなかった」〔仰〕という
右の理由と経過を辿りカ
l
ルマンの命令によって開催されたのがドイツ宗教会議（
n C Z E E
ロC R B ω
巳
25
） 〔 叩 〕 で 、
その開催の時（七四二年四月一一一日〔
η
〕）、内容は明に伝わっているに拘らず、開催地が全て不明なのは遺憾である。
出席者はボニファシウス大司教を初めとしてロ
5 m g E 5
（ ∞
5 n F R E P
宅皆
N E G
司 教 ） 、 問 。
m g E
含
ω
（買い宮司
教）、当宮
Z E ω
（ 出 口
EEG
司教）、当日
ω E E g
（
U
宅
F E E Z E w
当時定地なし、後開－
n E Z
去司教）、巴
E g z m
（ 定 地 な し ） 、 何 己 門 古 ロ ロ
ω
（ ∞ 門 店
ω ω σ z G
司教）及び彼らに属する司祭たちであった。従ってへ
v
センより南方西方の所
謂中部ドイツの司教を広範囲に集めた大会議であったと見倣してよいであろう。会議の目的は教会の規律を旧に復し信徒を救済することにあったが、討議の 決定された重要点は
教会の規律復興について
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務会のい拡京を復旧するため毎年宗教会議を聞く教会より奪取した財産を返還して旧に復す偽司祭、姦淫をなす助祭には聖職剥奪追放などの罰 与う聖職者は出陣（但しミサ 行い、聖遺物を運ぶ際は除く）狩猟を行うことを禁ず
。
聖職者修道士修道女にして姦
淫をなすものは鞭打投獄さる
修道士修道女 ベ、不ディクトの戒律によって生活
次に教会の統制について
司祭はその管区内の 教に服属し、四句節の時己れの業績を報告す司教は常に管区内を巡視し新しきクリスマ（聖香油）を司祭 与う
などで比較的簡潔な内容乍ら、この会議によ
っ
てドイツの聖職者は一応各司教の監督の下に立ち、それらの司教が又教
皇の使節（
BUω53
ロの立句巳ユ）たるボニファシウスの支配をうけること
ι
なったわけである。
以上の如くしてここ 大改革の火蓋が切られることとな
η
た。宛もこの頃は
hFB
号
m ω
口問がフランクの宮廷内にあ
り、ドイツ宗教会議の開かれたこの七四二年にはメ吋ツの司教に任ぜられ教会の風紀を刷新すべく懸命の努力を払
っ
た
時に相当し、この両者によ
っ
て宗教界粛正の運動が今後展開するかの如く見えたのであるが、永年にわたる積弊が一朝
にして消滅することは当時 社会情勢ではかなり困難であったようで、一年を経た七四三年三月一日ピ口宮内凶に宗教会議〔
η
〕が閲かれる運びとな
っ
た。リフティナは玄
g ω
支流
E B σ
日左岸の小市で、ここに集った国々の名も人数
も伝わって居らぬが恐らく 議長席にはボニファシウス及び教皇の使節が居り〔な〕、又かなり多数の聖職者、諸侯が参会したと思われる。そうしてさきのドイツ宗教会議の決議を再確認してその実施を期し、修道院長はベ、不ディクトの戒律によって院内の生活を律する とを定めた。更に前会議で決定を見た教会 財産復帰に関しては之を急速に実施することは無理であ
っ
たようで、本会議では「火急の戦争や周囲の外族の迫害に備え、我ら（従来の教会財産所有者〉は教
会の金の一部を軍隊へ 補助金と て当分の間保有す。但し ため毎 各戸より一ソリドゥス公
o H E g
即ち
5
品。
E
ュじの金を教会又は修道院に返却（納入）す。かくて若しこの負債者が死亡した時は教会はその財産を没収す、ポニファシワスの政治的活動について（竹内）
一 五
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云々。要するに教会と修道院とは貧困に悩まされざる様注意を要す」と決定され、ここに宗教団体の財政は保証されることとなった次第である。次に異教的慣習を行う者に対しては前会議では司教が取締るべきことを命じて居るが本会議では「かかる慣習を行うものは罰金として十五ソリドゥスを支拡うべきこ 」日〕が定められた
。
以上の如くしてボニファ
シ
ウスはカ
l
ルマンの後援によ
っ
て二回にわたる宗教会議を行い、未だ異教主義の多く残存
する中部ドイツ地方を統制ある教会組織の中に包含すること 成功した次第である。宛もこの頃今のフランス地方即ちネウス卜リアを領しているのはピピンであったが、ピピンも国内の政治統一のために宗教統一の必要を痛感していたようで、翌七四四年三月二目先〕ソアソンにおいて宗教会議を開くことを決心した。その決議は十項目にわたるが、内容は上記のドイツ宗教会議及びリフティナの 議と酷似し 東フラン久の宗教規定をそのまま西フランクに移した があっ た 。
この会議では「修道士、修道女は
聖 な
る戒律によりて定住すぺし（
52
含
E O E n y o E E Z
－g t
＝R C
自己
E22E Z E
吋m m
巳
ωg
ロn Z ω E E
｝何回
U 7 2
宮 山 口 。
ω三原文のまま）」と決議されたが、これはドイツ宗教
会議
と同じく「聖ベ、ネディク卜の戒律
によりて（誌のロロ仏ロ吉見
m E ω
ヨ
EDn Z
目 。 ロ 包
XE
）」の意味ではなかろうか
。
かくて広大なフランク王国はここに初めて画一的なロ
l
マ的カトリ
吋
ク的キリスト教を採り入れることとなり、ボニ
ファシウスの年来の目的は一応達成されたわけであ が、過去
に彼
シ親
交を
つづけて来たカ
l
ルマンが七四七年位を退
き修道生活に入るに及んで、ボニファシウス 今や全フランクの実権を有するピピン
k
直接交渉しなければならなくな
っ た 。
然らばこのボニファシウスとピピンとの関係は如何であ
n
たろうか。察するに、かのオスロ
i
ヌスは弁護しているけ
れども〔雪、ピピンはそ 兄カ
l
ルマンの如くボニファシウスを常に師と仰ぎその命令を遵奉する程の態度はなかった
ように思われる。彼は教皇座 地位とその権力については充分承知していたも の、教皇の使節で大司教の位にある云わば彼と教皇との中間的存在としての
一僧官
にまで身を低うすることはその自尊心が許さなか
っ
たように見える。例え
ばさきのソアソンの宗教会議においてそ 記録を見ると二十三名
の司教出席
とあり、更にピピンの外月山己
o σ
。 門r z w
〉z z z z p z o
】邑窓口己
5
一一一人の署名を以て終っておりボニファシウスの名は見えぬ〔色。更に書簡第七十七即ちザカ
マ ヨ ル
F
ム ス
リアスがボニファシウスに送
っ
た書状に「フランク人の宮隼なるピピンがアルドパニフス（〉三
O
ずω竺
5 J
と称小る信
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仰深き司
祭を
我らの
許に派遣
し、司祭職の
身分並
びに
心
の救済に
関する
事項
、更に違法の結婚につき、これらを如何に
してキリスト信仰の規則と聖教会法の定めに
準拠
せしむべきやを我ら
に尋ねたり
：：：」〔刊〕とある
け
本書
の執筆は
七四
七年であるからピピンが教皇へ書面を
発送したの
は
梢々
これ
に先立つ
時で
あるが
、当時は既に上記
の
諸宗教
会
議を経た
後でボニファ
シウ
スの名声は天下に知れわた
っ
ていたにも拘らず、この教皇の代理たる彼を無視して直接教皇と交渉し
たところにピピンの意中が窺われると思う。その上このピピンに果して教皇
の
意志を尊重し卒直にその指令
に従
っ
てフ
ランクの宗教事情を改革する熱
意があ
っ
たか否かも甚だ疑問である〔叩〕。一方教皇の方でもボニファシウスに対しては
常に信愛の情を示 、ボニファシウスのドイツ布教を有利な
ら
しむるためにあらゆる好意を示しているが、この信愛と
好意とは彼が大司 としての職
責を充分に果すためのものであっ
て、それ以上
の
ヨ
l
ロ
りパの
政治に
関する問題
、所謂
高等政策 あってはザカリアスは独自の行動
に
出ょうと考えたよう
であ
る
D
そ
うしてかかる教皇とピピン
と の
意考を最
も明瞭に示したのはメロヴィンガ朝 廃止、カロリンガ朝
の
出現に関する、即ちピピンの即位の
事情である。
ピピンの即位についてはウィリパルドゥスもオスロ
l
ヌスも、単
に兄の
カ
l
ルマン
の退位後ピ
ピンがそ
の領
を受け次
いでフランク王とな
った事
実を一
言
している〔初〕のみで王朝の交替
に
関しては全く記載していな
い 。
然しこの間の事
情を比較的詳細に述べているも に シゥスの時代よりさほど下らぬ時の編纂と考えられるロル
シ
ュの年代記
（ 〉 ロ ロ 巳
2
円
m E Z ω ω
め コ
ω2
）がある。その内容は広く世間に知られているところであるが、この七四九年
の
項に
ヴィュルツプルクの司教ブルカルドゥスと宮廷附司祭フォルラアド
ゥスとはザカ
リアス教
皇の許へ派遣されたり。
これフランクに当時王権を持たざる王について良しきや否やを質ねんがためなり
c
ザカリアス教皇はピピン
に
諭し
て日
く王権
を保持せざる者よりも
権力を持
つ者が王と称せ
らるべしと。
（かくて）秩
序
を乱さざ
らんために使徒
的
権威を行施してピピンを王たるべしと命じたり。（回日
mgE5
宅可
N m
σ
ロ 円
mgωZ3
－ω
のO H
）50
門 司
O H E
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－
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o m
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m
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宮町
E D n F Y
』E
－H H Z Z E H
） （ ） ユ
σ
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ロC D Y m
凶 ず の ロ 円 。
ω5
m m
己何百円
u o
Z
ええ
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ヨ
w
己 ず の 口 内
山
内C F ω ω Z
U
山
口口
O
ロ ・ 開 門
N ω
の ｝
E
ユ
m g
甘ω
日 ）ω
B m H
コ （ 訂 〈
Z M U S H
）EP
三百己吉
ω 2 ω
己 昨 日
H C 5 5 m
のE
〈02
ユ
w
門戸三七三
ggZ
ヨ｝
g t 2 2 w A C m
凶ヨニ
E g w
門戸三丘口内円。
m m E
旬 。 円 。
ωZZ
B ω
コ め ず
m巴一三口。ロハ。三
Z
叶σR25
．
。三
PH
） 内
山吋 ∞ 己 門 リ 件 。 ユ
Z
件 。
B
m H
勺o m
門O H F 2 2 5 ω
己門司右主ロロヨ月間
2 H d
止 め 己 ）
次いで七五
O
年の項に
ポニファシウスの政治的活動につ
い
て（竹内）
七
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八
ピピンはフランク人
の慣習に従ひ王に選ばれ、ソ
アソンの町にて大司教聖ボニファシウス
の手に
て注油され、フ
ランク人
によりて王座に挙げられたり。されど偽王と称せられしヒルデ
リクスは
剃髪され修道院に送られ
たり
。
公 よ ℃ 立 ロ
52nE
三 口
552
。目司
E
ロ82
自己めのさ
ω2
門
ω己
5m o E W 2 C D 2 5
勺2 E m H D
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ωωZ Z O B O B 2
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ロ
O D F
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ω
吋n y F O
七 宮 門 リ
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H O
〈m w門 戸
g m H
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ω－D H o m
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t d
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C D Z
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ωryz
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M H
め × 〈 。
2 σ
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H O D ω
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Zω2725BODSZ15
? ﹈
E 2ω5
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とある。ところでここに見えるブルカルドゥスとフォルラアドゥスとを派遣したのはピピンそ
の
人であ
っ
たことは、右
と類似の記事を持つ「ロルシュの小年代記」の七五
O
年
の箇所に
主の御托身（紀元）七五
O
年ピピンは使節たちをロ
l
マなるザカリアス教皇の許に派遣したり。これフランク人
の王につき
質
ねんがためなり：：：（〉
D D O
斗日
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1
右の文にある七四九、七五
O
年は現在七五
O
、乃至七五一年のことと
されて
いる
D
ll
－
とあることで明かである。又、ブルカルドゥスはボニファシゥスの
弟子で
ヴィュルツブルグの司教に任命されたる〕人
物ではあるが、この文面で見 とフランク王朝の新旧の交
替
は
全
くピピンとザカリアスとの間の直接交渉によって行わ
れボニファシウスは単にその交渉の結果を実行した
に過
ぎないように考えられる である
c
極言すればかかる重大な問
題にも拘らず、更に従来 教皇 ボニファシウスとの関係
に
も拘らず、彼は
八 五
く無視された形で当時の政治問題には
殆んど関与することが許されなか
っ
たように見える
。但
LZ
れに対する
一
つの疑問が提起される
。
それはこの七五
一 年
ボニファシウスより使者ルルを通じてザカリアス
へ
、同年同じ使者の持ち
帰 り
，たザカリアスよりボ一一ファシウス宛の二
通の書簡が現存している。そのうち前者は
彼（ルル）は汝のみに御伝えすべ、ぎ我が或る秘密事項を持参す。或は口頭にて汝
に
申上げ或は文面にて：
（ 巴
ω σ
の円。三日
ω 0 2 0 2
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m戸ω： ： ： ） 〔 出 〕
とあり、これに対するザカリアスの返
書は
さて上記の汝よりの伝達者ルル
及じその一行は口頭
を以て又は
書 一 山
を以で汝より
委託され
たるすべてを明確
にと
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りあげて説明せり。それ
につい
て我らは口頭にて又書き物
にて
汝に
解答を与〈た
り ： ： ： （
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司52
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と見える。ここで云う「我が或る秘密事項（おのお
ZAg
え
ω552
どとは何であろう
か
の
こ
の手紙の
執筆年代から推
して或はピピンの即位に関する秘密交渉ではなか
ったか
とも考えられる
。が
この時ザカリアスへの使者は本文で見らる
る如くルル単独ではなく数名の同僚 居たこと、又ザカリアスの返書はこの文の次にキリスト信者の食物として禁止さ
，
れている
鳥類の種類、復活祭に使用される火の取扱い法、癒病（
？
原文
E o
三
55mE
るに擢
っ
た人馬に対する措置
など極めて現実的な乃至 実際的な信徒の規定が長々と続いているから、上記の口頭による質疑応答の内容も亦これに類似するものであ
っ
たかも知れない。とは之え、それにしても何故にボニファシウスが特に秘密事項と殊更に念を入れ
たかに多少の疑念は残るであろう。
けれども我らはこのような想
像
以上
に発展する途のな
い問
題について云々する
ことを避けたい
。
たとえこの秘密事項
の中にピピン即位のことが含まれていたとしても、或いは又、ボニファシウスがブルカルドゥスより予じめピピンの希望を聞かされていたとし も、この問題をめぐ
っ
てボ一一ファシウスが指導的な役割を果したとすることは無理であろ
う。ピピンから見ればボ－一ファシウスは如何に優れた布教家であ
η
たとしても、所詮教皇から派遣された一官吏に過ぎ
み
ず、もしフラ クの王位を奪わん するならばピピン自らが直接教皇に談合し、教皇の口添えを得て大義名分を立たせる方が得策であり、一方ザカリアスは、宮宰で あ が 力者ピピンを擁護し、これと結託す ことによ
っ
て北イタリ
アに播隠するロンパルド人に対抗 利益を得る
であろう
D
かく両者の意中を付度すればボ
ニファシウスの仕事は高々
ソアソンにおいて注油式を行う程度以上
には
出ぬ筈
であり
、ウ
ィリパ
ルドゥスが彼の伝記の中でこの問題に全く触れて
いないのはむしろ当然と云える
で
あろう
口
然らばボニファシウスは当時のフランクの政界にあ
っ
て無力であ
η
たかとい白うと、かく簡単に云い切ることは出来な
いのであ
っ
て、上記の如く彼のドイツ伝道
の結果各地に建設され
た教会は勿論、既存
の教会が皆画一的な
制度
の
下に立
ち、修道院はすべてベネディクトの戒律によっ 生活 ように規定され、吏 又毎年各戸より一ソリドゥスの献金
ボニフアシウスの政治的活動について（竹内
九
Hosei University Repository
法政史学
第一三号
二
O
教会修道院に対してなさるべく決定を見た
の
は、ボニ
7
．ァシウスと上記カロリンガ家の人々との合力によ
り
て開催され
た宗教会議の結果であ
っ
て、かかる世俗的
権
力を彼が巧に利用する手腕を持
っ
ていたため
で
あ
っ
た
。
このことはボニフ
ァシウス自身も充分に意識していたのであ
っ
て、七三五年頃の発信と思われる彼がウインチェスタ
l
司教ダ一一エルに与
えた書簡にも
フランク人の
君
公の援助なくんば我
は
教会
の
信者を指
導
することも、司
祭
乃至聖職者たち修道士修道女を保護す
ることも得ず、又彼（君公）の命令と（彼に対する）威怖なくんばドイツにおける異教徒の風習そのものと偶像の（による）漬聖とを禁止することを得ざるなり（巴つめ
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と述べている。これに加えてピピンの即位という事件を通じてカロリンガ家と教皇とを以上のように結びつけたのは間接的ながらもボニファシウスの功績であ
っ
たと考え
ら
れる。もとより当時以前カロリンガ家と教皇との聞
に
全く交渉が
なかったわけではなく、既 グレずリ
l
三世は七三九年及び七四
O
年の
二回
に
わたりチみ
l
ルス・マルテルに書簡を送
ってロンパルド人の侵冠に備うべく援助を請うて居り〔釘〕、又ザカリアスがピピンの質問に対して返書を与えたことも前記の通りである。然し乍らピピンがカ！ルマ 退 後その一子（ワ
g m o
）を無視して東部フランクを併合し全王国
の事実上の最高権力者となると、国
家
統一のために
は
当時としては明確
な宗
教政策を
示
して信仰
の
統一を計る必要があ
ったと思われる。このために先ずうち出されたもの
は
東部フランクにおけ 決議 類似
の
内容をもっソアソンの会議で
あり、次は教皇 権威を利用するこ であろう心ピピン自身としては、未だ自制に数多
く
残存する俗人の経営に依存し
旧来の慣習を墨守す 教会へ教
皇の勢
力が
浸
潤する
のは
望ましいことで
は
ないが、既
に
東部フラ
ン
クにおいてボ－一ファ
シウスによ
っ
て着々とロ
l
マ的制度を
採
用し教
皇の命
令下に
立
つ教
会
が時
と共
に増加して行く現状を見れば右以外の方
法は発見されない筈である。そうしてごの方法売最も効果的に実現するために、彼はロンパルド人の攻勢東ヨーロッパから襲いくる聖像破壊 想 脅 などで弱点を持つロ
l
マ教
皇に甚
だ浸然たる而も
含
みを持たせた質問を呈して遂に
宿望を達成することが出来たわけである
。
こ
の
故に平和裡に
王
朝を交
替
するという比
較
的無理な計画が案外円滑に行
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われ、又この結果両者の関係が今後特に深まるようになったと考えられるのである。
結
以上三項目に亙ってドイツにおけるボニファシウスの活動を観察した次第であるが、これを要約すれば中世初期の伝
道者のうちボニファシウス程長年にわたって教皇と関係を保
η
た人はなく、且、また時の有力な為政者たちと広く交、渉
を持った者は少いであろう。確に彼は布教界の巨人でそのキリスト教発展史における功績は著しレものであり、所謂開 口
m H Z F Z 2 1 0
ロは彼に至円て絶頂に達したと見ることが出来るであろう。かのグレゴリ
l
一世がアウグスティヌス
を派してプリタニアの伝道に当らせたのは六世紀末であるが、この時初めて移植されたキリスト教 若苗じロ
l
マ的教
会制度とベネディクト的生活様式の養分を吸収し絢欄たる花を聞いて結実した後
B
ボニファシウスとしう優れた程子
がドイツに移し搭かれて更に偉大なる発展をする。かくてフルダを初め各地に建 られた教会修道院は間もなく中世キリスト教文化に大いたる貢献を残すことルたるのであるが、ボニファシウス 事業を通じて最大内業給け彼の併輩がブリタニア本土で実施 たと同様、ドイツの諸教会 組織化し（司教管区の設置）、ベ、不ディクトの戒律を以て修道生活を統一し、これをロ
i
マ教皇の傘下に置いたことにあると云えるであろう。然しこの‘困難な事業は俗的権力を有する諸
侯、更にこれを統御するカロリンガ家の人々の支持を得て初めて行い得る筈である。 ためにボニファシウスと当時の政治家との交渉は頻繁に行われ、そ は又必然的 教皇とカロリンガ家と 接触 もたらすようになる。きれば本文に記した如くピピンの即位、カロリンガ朝創始の計画には、ボニファシウスは直接的には関与しなかったよう 想像されるのであるが、ポニファシウスの生涯 かけた宗教活動があっ からこそ、かか 政治的大事件が容易 成就したのであった。
こうして成立
L
たピピンとロ
i
マ教皇との提携は今後口
l
マ教皇領の出現、チャ
i
ルス大帝の西ロ
l
マ皇帝の戴冠な
どの諸事件を生み、遂に山仏教権と俗権との上下優劣に関する興味ある 問題 惹き起すのであるが、このような政、教の関係の発生を八世紀半ばに求める時 その背後 あるボニファシウス円活動竹見のがすこと門出来ないのであって、この意味からボニファシウスを単に閃ロ
E Z H
云宮己
g
の代表的人物、或は〉唱。丘己号門口
2 z
♀g
としてより以
上に取り上げて考うべきではないかと思われるのであ
D
ボニファシウスの政治的活動について（竹内）
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第一三号
天使ミカエルが光の中に現れ、旦、翌朝小鳥が飛び来
っ
て空
腹の彼等に食物を与えたためという（。・・
J h z p
円 ・
f n m
凶 日 ） －
U
〈
U? ? ? ? 。 ﹈ ? ? ? 。 ? ）
。これはポ
ニフ
7
シウス伝に
見られる殆ん
ど唯一とも云うペき奇蹟で、そ 点で興味を惹くが、烏が食物を運んだ いう例は教皇グレゴリ
l
一世の作「対話篇」
中、ベネティクトの伝（第二巻、第八
章）にも見出される。
オスロ！ヌスがこの修道院の縁起を「
或る古文書に
て発
見し
?（?﹈
5 5 3 c o
仏 ∞ ヨ
ω己
E C
。
ω口 一 切
ZE
竹 内
1 2 H ω
・
0
・噂〈芯
hyF
－
H・ （ リ
ω
匂 ・ 凶
uハ
H． ぐ ・
n o
－ － 。 品 。 ・ ） 」 と い
ぺ
て居る
が、この
古文書
とは如何なるものであろうか
。
（幻）それらの中著名な人々は、ロ
C H n
｝E E C ω
（ 後 の
J J
42 R σ C H m
司教）、
T L E ω
（後の宮内江口
N
大司教）、者三手巳円
（ 後 の
巴与
ω芯門門司教）、当ロロロ
F m
己丹（前
者の弟
、
z t 号 D 7 2 E
の
修道院長となる） さご
Z
（出口円与包括司教）、白日問。門店印（後
の巴門店内宮の修道院長）、
n r c E E Z
（前出の
r』 ＝
5
の
伯母）、閉め円
ω F m X
（その娘、母子共に文芸に秀で、チュ
1
リンギアで教師となる）、叶
2Z
（ζ
巳ロ河畔の同工
N Z m
めp
o n y ω E M E
ユにて活動）、戸
5 σ ω
（ 回
2 7 c r y Z B
にて修道女
たちを指導）など 、これらの名は
C
・ ・ 〈 』
Z
－「・戸ハ
U m w
匂 －
Vハ 凶
J？に見える。但し彼らはこの頃一度にイギリスから渡
来したのではなく、ボニファシウスの事業が拡まるにつれて次々と彼の許に集
円
たのであ
司
て 、
オス
ロ！
ヌスがこれをま
とめて記載したに過ぎない。例えばヨピコロ
F
三ア円三｝ロタ
出C H n
｝g E C ω
の如きはロ
l
マに滞在中（七三八
l
七三九）、
当市を訪れたボニフアシウスに知られ、ボニファシウス 共
二 四
にドイツに移住した人々であり、又の
Zm
。 江 口
ω
は上記の如
くガリア人である。
（ お ） 』 。
5
・
5 2ω
・同
5Z
巴ケ（云－
c
－
w
∞ 口 一 切 件
O E B Z
円 ロ 自
宮 内 吋
O〈EE225
吋 。
g c ω
円 〈 ・ 】 ∞ 。
N
） ・ 同 ） ・ 】
NN
・
（μ
） 戸 川 凶
CM
はこのロ
i
マ行を七三七年とする（
O匂・巳？・∞－
H H h H
）。
いづれにしても彼は既に五十歳を越えた年輩である
。
向この時彼が得た三通の書簡は、全地方の司教司祭修道院長宛 （ 何 回 ） ・ 品
N
）、ドイツ諸侯民衆宛（向日）・品
ω）、パヴアリア、アラ
マン－一ア 司教宛（何？な）である。
（お）印己
Nゲ
ロコ？】
J2
巴 ロ
m
－ 河 内 肉 。 ロ
ω寸ロ『伊同
u ω ω ω ω c
－
（お）「
ωロ
u p
。 日 ） ・ 巳 ？ －
m
・ 】
NP
・
（幻）兄のカ
i
ルマンは〉ロ己円
m w m E
・〉
Z
ヨ
ω
ロ ロ
5
・叶ゲロ江口
m H E
を、弟のピピンは
Z
のz z z p
田 口
H 1 m E
丘
5
・句円。ヱロ
n E
（間以円。〈内ロ向。）を夫々分領、〉
ρ
巳
ZE
何回唱団
ω
〈印門店は半独立で
両者の共有。
（ お ） 何 七 日 。 ・（却）チュ
l
リンギアにおけるぎぷ円
N m w σ
ロコ刷（
AT〈 町 一 「
N σ
ロ 叶
m
） ・
同H・H） ｝H 2 2
円円（何江口円円）一一司教座、ヘッセンにおける出
CE
－ －
σロコ州司教座の設置。
（却）同七日・（ 訂 ） 何 日 】
3
・
（犯）この年代は〉
ロ コ 巳
g Fω
ロ ユ
∞ω m
Dm 2
55
。 『
2
（y、H・
C
・ －
的2
・ 』UZ
門 戸
H H
ロ
H
，c g c ω f H
∞M A Y M M
－一円）”日）・ニ印・による
。
内容は。・・ぐ
F Z
－
F
・H w n ω
℃ ・
ω戸門己・。日
ω・に見
える。更
に七四八年ザカリアスががニファシウスに宛てた書簡で之を
Hosei University Repository
確認している（何回）・∞
MJ
）。但し彼にこの称が与えられたのは単
に形式だけに過ぎず、
7
インツが正式に大司教座と確定した
のは七八二年で、ボニファシウス死後のことである
。
円
ωZ M
・
0℃・丘一
w
∞ －
NOHh
叶 ｝ 戸 内 向
ω
己 戸
O﹈ ? ? ? ? ? ? 。 ? ） ? ? ?
5
・ 円 一 円 ・ 日 ） －
g o
・参照。
（ お ） 同 司 ・ ∞ ？ 日 ） ・
ω 2
・
（ 鈍 ） 問 問 ）
5
∞ ・ 同 ） ・
ω＠日・この手
紙
は末文がないが、発信は七五二
年であろう。（同
570
－Y
己ヶ・出・
7
∞ －
M 3
・〉ロヨ
2 w
－N
・ ）
但
LC U E S
－2
は七五四年とする
。
（ お ） 者 ・ ・
5z
・には認のロヨ
n o
ロヱ巳
0 1 5 ω
（門ω? ? ｝ ﹈ ?
35
・
日u・ω h F m y
）とあるのみで人数は不明。
（ お ）
0
・ ・ 〈
ZY
では〉－
EE
－ － （ 戸 ・
N
－n m w
日 ） ・
M M
ハy n o
－ －
A山 問 。 ・ ）
（幻）者・・〈ご
ω
て （ リ 印 日 ） ・ 己 ・ （
ω日 ） ・
HU
・ω品。・に「男女子供ら数千
人を洗礼し（
ZEEZ
官
SE
－ －
F ω
｝H O E
－ ロ ロ ヨ ・ 〈 ト 吋 。
HCBR
ヨ ロ －
5 2 M B ω
ぬ 与 え 同 ） 釦 円 〈 巳
0 2 H E
－ － ・ ； ：
σ ω
匂t N m
凶 〈 一 円 ） 」 と あ り
。
（犯）ボニファシウスの
書
簡については、宮・。－
w
－d ζ 2 0 F 2 M E
吋 。 自 己
ω
ロア目
r p
円 。 者 百
m H
己己宍
m M H O
－E F
〉
m i
ア同∞市
V N
・
〈 ケ 山 ・ 目 。 口 一 円
m Z E E
－tC
｝ ﹈ ?
2
ニω円 。 】
m? ? （ ? （ ? ﹈ ）
C B B r
円 ・ ） に
よる。
（拘）所謂ボニアアシウスの害簡集と称せられるものには、ボニ
プアシウスと間接的仁関係はあるが、発信受信共にボニフアシウス以外の者の往復文
書
が含
まれている
コ
こ
れ
らの
書
簡に
はこの方面の研究
家
∞2R
一5
・者
CE
プ25
・ （ ） ニ
2
・ ’
F
円 刊 か
が附した番号があり夫々異
っ
ているが、本小文
で
は前
註
に記
したロ即日
E Z H
編の番号順に拠る。
ボ－一ファシウスの政治的活動につい℃（竹内）
（ 的 ） 何 回
y
】
N
・ も －
Nm
∞ ・
（叫）何？
NA
・問書の末文にロ
E m w
勺H E F m z
。 ロ
m Z
ロ
22
ロ ゲ ユ
ω
・
回 目 旬 。 吋
ω
ロ 円 。 色 。 ョ ロ 。 勺 ご
ω巴ヨ。
g m c ω
門 戸 内 。 ロ
o m
凶 ロ
28
円 。 口 三 。
ヨ
ω m
川 口
o
－B
古 川 円 巳 。 円 。 ・
ω
ロ ロ 。
0 2
虫、。・：：：と見える（？
NhF
．3 d
（位）原文には可。円円。七円。
2
己 的 。
C H
） 。 ニ ｝
0
・（吉一ロロロ
n c ω
円 以 己 伶
円 ｝2EE
門 戸 口
ω己m w B E 2 w p u E m o
ロ 円 。 勺
E
の 門 口
g z o E ω
〈2 σ
ロ ヨ
a z m o g
－D R m D
内 町 立 の
u店
Ef
－ － ： ： ・ ： （ ℃ －
N記ー）とあるのみで司
教名はないが、宮巳ロ
N
の司教のめ円。
E
であろう
。
（同頁の
下註、及び同
EF
。 日 ） ・ 丘 一 唱 団 ・
7
∞ －
h g
・〉ロヨ
2 w
－N
・ ）
（必）この際数名の使（ロロロ
t F
）が送られたが、」
r J J
・〈一言には
その名が記載されていないな・
ω先 日 ）
。
彼らは恐らくかなり詳
細に記された手紙を持参したと思われることは、これに対する新教皇の返書の内容によ
叶
て想像される。但し彼らの持参
したこの書簡は現存しない
。
（ 付 ） 開 －
u－
M∞ ” 同 ） －
N J 3
・
（ 何 ） 問 問
y h H U Y H Y M
匂 （ ｝ ・
（ 川 町 同 勺 ・ 品 一
Y
℃ －
N 2
・
（ 灯 ） 何 回
y
品？日
YN
。ω
・
（特）ここに云う「彼」とは
J丘三一。又は
J N Z
己 ロ
ω
と称する人
で、さきに教皇より、司教職に任ぜられ円。同
ω n y
に住み後
可忠
gc
に移る。
戸 川 り ）
FE
・ ℃ －
N 2
・
（ 印 ）
FE
・ －
y N
玄 ・
（日）デネアルドゥスの名は次のザカリアスの返書に
見
える
ョ
こ
の書簡に日附はないが七回二年と推定される。
五
Hosei University Repository
現
部
副
都
棋
I
ll
ll
l!
P 
（~） 
Ep. 
50, 
p. 
300. 
（岱）
Ep. 
58, 
p. 
315. 
（苫）
Ep
. 59, 
p
. 317. 
（巴）
M. 
G.
, Le
g
um 
Sectio 
III,
 
Tomus 
II,
 
Concilia 
aevi 
Karolini 
I,
 
1906, 
pp. 
37・44, 
(5), 
Concilium 
Romanum. 
~
ι
tl'Q。
（
巴
）
医
科
（
p.324)
1.!~0~t!iJ.c1鮮
-rt!＊
ν
二
.j:j二
足
関
心
〉
ト
γ
入
i:
'-
0IT
言
端
Gewilieb
Al
付
吋
必
与主的
。
さ
ぎ
宮
沢
ー
ミ
ト
入
1.
1
t草？
ν
令
、
？
＼
入
巡
出
；！；；；
~－＠＇.ユ’
く犬
0
云
会
l露五
..
..
）.｛＿；
：。
17
 
1
¥
 
¥'
¥ 
h
ぶ｛：＼
t<
. 
：長’
-R
~ミテQ提
〈
去
<lt.とひど榊！！日’端
.;J.l'Q出~；ミ
.j:j
:,
, 
Al
 
~Ill ，~ .;.
.!
. 
~） 
Alt! 
0., 
Vita, 
L
.I,
 
Cap.37, 
col.652
・653
.
Ll
 
~
吋
の
。
（包）
Ep. 
77, 
p. 
349. 
（岱）
Ep.80, 
p.358. 
（~） 
Ep. 
68, 
p. 
336. 
（~） 
~） ＊
包
誕
倒
l0
！明
抑
Ep.
80, 
p. 
360 
~ 眠，~
l'Qo 
（忌）
Ibid. 
（~） 
Non 
ergo 
ad 
ira
cundiam 
provocetur 
cor 
tuum, 
frater. 
Sed 
in 
patientia 
tua, 
ubi 
tal
es 
reppereris, 
ammone, 
obsecra, 
argue, 
increpa, 
ut 
convertantur 
ab 
errore 
ad 
uiam 
veritatis
. 
(p. 
360.) 
（包）
Ep.109, 
p.396. 
（忍）
「
規
定
当
耐
え
ゆ
」
鯨
十
時γ
黒
寵
’
rn
え
入
て
ト、
fl
¥
t<
. 
Al
＇
（
，
時
｛
い
干
ξ
＼
ム
－
！
）
.
KJ 
$Eit
。
(tg) 
Ep.20, 
p.269. 
（~） 
Liudgerus, 
op. 
cit., 
p. 
70. 
lH
く
（邑）
Ep. 
22, 
pp. 
270
・271.
C?6
ill
) 
Ep.50, 
pp.299
・300.
（宮
）
誌
iι
M.
G., 
Legum 
Sectio 
III 
, Concilia 
Tomus 
II, 
Concilia 
aevi 
Karolini 
I,
 
1906, 
pp.1
町4.
Ll
ムt
l'Q
 
0 
（に
）
ab 
incarnatione 
Christi 
septingentesimo 
XLII. 
XI, 
Kalendas 
Maias, 
(Ibid. 
p.2.) 
（
ど
）
忠
昭
Q
Concilia 
ae
vi 
Karolini 
I,
 
pp, 
5-7, 
Concilium 
Lif 
tinese 
Ll
吋
的
。
（ロ）
Kiilb, 
op. 
cit., 
B. 
2, 
S. 
8, 
Anmerk. 
4. 
・$底
。
（
ご
）
匝
？＜
Ll
 
!! 
D
ec
revimus 
quoque, 
quod 
et 
pater 
meus 
ante 
praecipiebat, 
ut, 
...
...
...
 
Al必
l'Q。
紹
子
ν
十
同
~
=-'
.'.
!..
 
-!
).
 
t<
. 
0
臨~！！－！弓ーミト入
Q
令〈小中ーミ
t<..
トミ
thミ
Q
世
4三主」
｛同
舟
心
＊
.;J
...
,Gl
0 Al
術，
N
心
的
。
（巳）
~~思0
Concilia 
aevi 
Karolini 
I.
 
pp, 
33
・36.
Concilium 
Suessionense 
U
吋
l'Qo
.
医
科
ば
包
sub
die 
VI. 
N onas 
Martii 
et 
luna 
XIIII 
AJ~l'Q0 
VI. 
Nonas
笠
llltn;~t!ll
rn
 
Ll
早
期
t-
的
。
思
J
luna 
XIIII 
§i.?'
tn; 
G
十
回
出
立
川
町
川
田
叫
知
的
認
P
~J 0111 
rn
 
AJt-ぬ
漏
-"9~
l'Q0 
(Kiilb, 
2, 
S. 
41, 
Anmerk. 
1.) 
（記）
0., 
Vita. 
(L.2, 
Cap.XVII,col.657
.）
以
吋
兵
吉
「
".
lJ
".
lJ
 
入士！
!-
¥-
' 
0
民
Q
黒
〉
帳
講
話
Q
~）心
辺
、
9控
除
0
~J斗
ば
4
鍾
lli\'\右
Ll組
制づい
:;
;;
l,
二’
t-
yν
Q 
iJ
心
i」：
l子
11
＼＇＼ト
、
ふ
む
K
04E-
4J
匹
以
認
。
.;
.l
.J
AJ~!'Q
。
（仁）程思
組
~0
蜘
p.
34, 
p. 
36. 
(g2) 
Ep
. 77, 
p,349, 
早
l..
..
) 
iJ 
Q
宮
Qo.lJ
o.lJ入己採叫~
Ll
 
li
t'
必
必
制
E
甑
Hosei University Repository
内
J
Q..
,t;
J 
Q
笠
郡
枠
..
..
J
~ヨム：£’総
捌
-R心
".l.l'..l.l入
ぐ
心
！
鴇
伸
包
M,G.,
Epistolarum 
Tomus 
III,
 
Merowingici 
et 
Karolini 
Aevi 
I,
 
1892, 
VIII, 
Codex 
Carolinus, 
3, 
pp.479-487 
. 
.\l~
必
の
。
(g::
) 
Hauck, 
Teil 
2, 
1935, 
S.10. 
~
匹
。
C:i
S) 
W., 
Vita, 
Cap.10, 
(32), 
p. 
348; 
0., 
Vita, 
L. 
II,
 
Cap.XVII, 
col.657. 
Coo) 
lVI
. 
G., 
Scriptorum 
Tomus 
I,
 
1826, 
Annales 
Laurissenses 
et 
Einhardi, 
p. 
136, 
p.138. 
（お）
Ibid., 
XXIX, 
Annal 
es 
Laurissenses 
minores, 
p.116. 
（お）
W., 
Vita, 
Cap. 
10, 
(31), 
p.348; 
0., 
Vita, 
L. 
I,
 
Cap. 
XXXVIII, 
col. 
653. 
（忍）
Ep.86, 
p.368. 
（お）
Ep. 
87, 
p.370. 
（混）
Ep.12, 
p.329. 
(&;) 
M.G., 
Epistolarum 
Tomus 
III,
 
8, 
Codex 
Carolinus, 
p.476 
seqq. 
’モ
I¥
I'
¥
＂＇ぶ
-1:
'-t
¥
e
童
話
短
宕
｝
担
踊
.¥
1
＼＇ニ
V
（主：
≪:) 
1 1-
¥J
 
Hosei University Repository
